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青少年国際交流キャンプ　対小学３年生～中学３年生　日７月 31 日（火）～８月４日（土）　場静岡県立朝霧野外活動センター　定日本人 80 人、外国
人 20 人　￥新千歳空港発、小学生９万 8000 円、中学生 11 万 5000 円　申問７月５日（木）までに電話で国際青少年研修協会（☎03・6417・9721) へ。

開
発
に
心
血
を
注
ぎ
、
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
の
収
穫
機
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
械
を
開
発
し
、
こ
の
地
域

の
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
量

世
界
第
１
位
の
中
国
や
、
第
２
位
の
イ

ン
ド
に
お
い
て
、
十
勝
・
帯
広
の
農
機

具
メ
ー
カ
ー
が
、
現
地
の
畑
に
合
っ
た

収
穫
機
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
優
れ
た
技
術
力
は
、
海
外
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
無
人
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
作
業
を
軽
減
す
る

機
械
は
も
と
よ
り
、
気
象
や
生
育
状
況

な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
効
率
的

な
農
作
業
を
行
う
た
め
の
情
報
通
信
技

術
の
役
割
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
樹
町
で
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
背
景
に
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
空

間
に
運
ん
だ
人
工
衛
星
か
ら
得
ら
れ
る

画
像
や
位
置
情
報
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー

タ
を
、
農
業
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で

活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
た
い
と

い
う
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
農
協
で
は
、
宇
宙
飛

行
士
が
食
べ
る
宇
宙
食
の
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
国
際
認
証
規
格
に
基
づ
い
て

厳
格
に
衛
生
管
理
さ
れ
た
小
豆
が
、
宇

宙
食
の
赤
飯
の
原
料
に
採
用
さ
れ
た
と

い
う
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　

壮
大
な
十
勝
・
帯
広
の
大
地
で
営
ま

れ
て
い
る
農
業
が
、
こ
う
し
た
形
で
宇

宙
と
つ
な
が
り
始
め
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
さ
ら
に
広

げ
る
と
て
も
夢
の
あ
る
話
で
す
。

　

開
拓
時
か
ら
集
積
し
て
き
た
知
識
や

経
験
、
技
術
な
ど
が
、
こ
の
地
域
の
人

た
ち
の
情
熱
や
挑
戦
に
よ
っ
て
つ
な
が

り
だ
す
こ
と
で
、
十
勝
・
帯
広
の
未
来

の
可
能
性
が
、
ま
す
ま
す
大
き
く
膨
ら

ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

４
年
に
一
度
、
十
勝
・
帯
広
で
開
催

さ
れ
る
国
内
最
大
の
「
国
際
農
業
機
械

展
」
が
、
来
る
７
月
12
日
か
ら
北
愛
国

交
流
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

34
回
目
と
な
る
今
年
は
、
過
去
最
多

と
な
る
１
３
５
社
の
農
機
具
メ
ー
カ
ー

が
国
内
外
か
ら
集
い
、
会
場
に
は
、
農

作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
を
図
る
最
新

鋭
の
農
業
機
械
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま

す
。
来
場
者
も
20
万
人
以
上
だ
っ
た
前

回
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
農
機
具
は
す
ご
い
よ
」。
昭

和
22
年
、
十
勝
の
鍛
冶
屋
さ
ん
が
一
堂

に
農
機
具
を
持
ち
寄
り
、
帯
広
市
内
で

技
術
を
自
慢
し
合
う
「
自
由
市
場
交
換

即
売
会
」
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
機
械
展
。

そ
の
後
、
全
道
、
全
国
へ
と
徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
、
平
成
14
年
の
第
30
回
以

降
、
海
外
か
ら
も
出
展
す
る
「
国
際
農

業
機
械
展
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
勝
・
帯
広
の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
は
、

農
業
団
体
、
大
学
、
国
や
道
立
の
試
験

研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

国際農業機械展

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

平
成
30
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
２
日
㈪
か
ら

戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
番
↓
２
番
）

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
将
来
の
老
齢

基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、

ケ
ガ
・
病
気
に
よ
る
障
害
や
死
亡
な
ど

の
不
慮
の
事
態
に
「
障
害
基
礎
年
金
」、

「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
同
様
に
扱

わ
れ
ま
す
。

年
金
の
受
給
に
は
10
年
以
上
の

受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減

額
に
な
る
場
合
や
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
に
は
、
10
年
以
上
の
受
給

資
格
期
間
が
必
要
で
す
。

　

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
期
間

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
、

免
除
・
納
付
猶
予
期
間
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
被
保
険
者
期
間
な
ど
で
す
。

追
納
制
度

　

免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に

比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
年
金
の
受
給
前
に
限
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
す
る
と
年
金
額
は
減
少
し
ま
せ

ん
が
、
承
認
期
間
の
翌
年
度
か
ら
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

年
金
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
制
度

　

免
除
制
度
に
は「
全
額
免
除
」と「
一

部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
の
承
認
期
間
と
、
一
部
免

除
さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
一
部
反
映
さ
れ
、

受
給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

免除・納付猶予制度の対象者と所得基準・年金額に反映する割合

免除・納付猶予申請に必要なもの

※１　一部免除された保険料を納めていない期間は、未納扱いとな
るので注意してください。
※２　一定額を超えていても、失業などの理由があれば特例免除を
受けられる場合があります。
※３　平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象
です。

対象者 前年所得基準（目安）
受け取る

年金額の割合
（全額納めた
場合との比較）

全額免除

本人、配偶者、
世帯主それぞ
れの前年所得
が一定額以下
の人※２

（扶養親族などの数＋１）
× 35万円＋22万円 ８分の４

3/4 免除
（1/4 納付）※1

78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の５

半額免除
（半額納付）※1

118万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の６

1/4 免除
（3/4 納付）※1

158万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の７

納付猶予

・50歳未満の
人 ※３

・本人と配偶
者それぞれ
の前年所得
が一定額以
下の人

（扶養親族などの数＋１）
× 35万円＋22万円

追納しないと
反映しません

（受給資格期間
に含まれます）

未　　納
反映しません

（受給資格期間
に含まれません）

①年金手帳または基礎年金番号通知書
②個人番号と本人確認ができる書類
　▷個人番号カード
　▷通知カード＋運転免許証など（顔写真付き
　　 であれば１点、顔写真なしであれば２点）
③印鑑　④代理人が申請する場合は委任状
【失業などを理由とした特例免除申請の場合】

⑤失業証明書類
　（離職票 ､退職辞令､雇用保険受給資格者証など）
　特例免除申請の詳細は問い合わせください。




